
141803

【QRコードからのお申込み】

【PCからのお申込み】

右記QRコードからお申込みください。

https://www.funaisoken.co.jp/seminar/141803

お申込み方法

船井総研ホームページ（https://www.funaisoken.co.jp）の右上検索マークに『141803』をご入力し検索ください。

開
催
日
時

受講料 税抜10,000円（税込11,000円）／一名様 税抜8,000円（税込8,800円）／一名様
※会員価格は、各種経営研究会・経営フォーラム、および社長onlineプレミアムプラン（旧：FUNAIメンバーズPlus）へ ご入会中のお客様のお申込みに適用となります。

※祝日や連休により変動する場合もございます。

一般価格 会員価格

開催方法

（ログイン開始：開始時刻30分前～）　※講座内容はすべて同じです。ご都合のよい日時をお選びください。

オンライン開催 お申込み期日 銀行振込み
クレジットカード

：開催日6日前まで
：開催日4日前まで

事業拡大に伴いアナログな経理業務に限界を感じていませんか？
講座 セミナー内容

第１講座

株式会社船井総合研究所　補助金・ファイナンス支援部　大西 我久斗

年商30億・50億・100億の成長フェーズの
課題を乗り越える「財務・経理ロードマップ」解説

セミナー

月30時間削減は序章にすぎない。経理改革の全貌

2026年6月29日月 10：00～12：00 / 13：00～15：00

2026年6月30日火 10：00～12：00 / 13：00～15：00

※よくあるご質問は「船井総研　FAQ」と検索しご確認ください。　※お電話・メールでのセミナーお申込みは承っておりません。

E-mail seminar271@funaisoken.co.jp TEL 0120-964-000（平日9:30～17:30）【お問い合わせ先】船井総研セミナー事務局

第2講座
セイリン株式会社　北川 裕康 氏

月30時間以上の業務時間削減！
セイリン株式会社の経理業務改善手法

第3講座

株式会社船井総合研究所　補助金・ファイナンス支援部　マネージング・ディレクター　石田 武裕

100億企業実現に向けて
“今”からできる取組

特別
ゲスト
講師

業務フローの見直し・改革にて

の

の業務時間削減！

年商40億規模の
業界トップシェア製造業社が取り組む
先進事例 大公開！
経理人員を増やさずに業務フローの見直しのみで、
月30時間以上の業務時間短縮を実現！

セイリン株式会社

北川 裕康 氏

特別
ゲスト
講師

成長企業が直面する課題と、100億円規模へ到達するために必要な経理・財務機能の全体像（ロー
ドマップ）を解説致します。

セイリン株式会社の事例から、月30時間以上の経理業務削減に成功した手法を公開。システム導
入前に業務フローを見直して属人化を解消し、業務の透明性と効率化を両立させたプロセスを具体
的に解説します。

経理業務のムダを可視化し、人を増やさずに月次決算の早期化と業務効率化を実現するための具
体的なネクストアクションを提示します。

お申込みはこちらから▼
お問い合わせNo.S141803月30時間削減は序章にすぎない。経理改革の全貌



セイリン株式会社

代表取締役

北川 裕康 氏
セイリン株式会社は静岡県に本社を置く1978年設立
の医療機器メーカーです。高品質な鍼灸針の開発・製造
・販売を主軸に国内のみならず、ドイツや中国等にも拠
点を展開し、独自の先端技術で業界をリードする企業で
す。北川裕康氏は、経理を含めた業務フローの可視化と
見直しを実施しました。システム間の転記作業や手入力
といった業務の「ムダ」をなくし、月30時間以上の実労
働時間削減を実現。本セミナーでは、どのように業務を
見直し効率化を実現したのかその貴重な実体験と具体
的な手法をお話しいただきます。

成長企業の複雑な経理業務を圧倒的に楽にした
事例解説

月30時間の最小化に成功！経理業務フロー整理で、
属人化を解消し最少人数で回る経理体制を実現

各部署の現場担当者へ徹底したヒアリングにより現状の業務プロセスを可視化
長年継ぎ足されて複雑化していたExcel関数や独自の運用ルールを見直し、
業務を標準化したことで属人化を解消し、大幅な経理工数削減を実現

見どころ

❶

経理人員を増やさずに企業の成長フェーズに
対応できる体制構築

複雑な処理と単純作業を明確に仕分け、現場レベルでの運用改善を徹底
人を新たに採用することなく今の人数だけで業務を回せる経理体制構築

見どころ

❷

現場の属人的な運用ルールの変更による
実労働時間の大幅圧縮

月30時間の最小化に成功！経理業務フロー整理で、
属人化を解消し最少人数で回る経理体制を実現

経理人員を増やさずに企業の成長フェーズに
対応できる体制構築

現場の属人的な運用ルールの変更による
実労働時間の大幅圧縮

業務の上流からムダを特定し、現場での実務的な改善を実施
経理担当者に丸投げすることなく、全社最適の運用ルール見直しで、
実労働時間の大幅な圧縮を実現

見どころ

❸

このような皆様におすすめこのような皆様におすすめ

成功ポイント・当日の内容紹介成功ポイント・当日の内容紹介

年商100億を目指す中で経理体制が追いつかず、
月次決算の遅れにより迅速な経営判断ができていない

アナログな作業に追われ経理部門が疲弊しており、
運用改善によって実労働時間を大幅に圧縮したいと考えている

事業成長スピードに対し、アナログな手入力での
経理処理が限界を迎えていると感じている

年商30億・50億・100億の「成長の壁」を
突破する経理体制

成長企業の経営判断に不可欠な経理・財務基盤のロードマップを提示。
自社の現在地を客観的に把握することで、事業規模の拡大に耐えうる経理体制を構築するための具体
的ステップをお伝えいたします。

特別
ゲスト
講師

業務フローの見直しにて経理業務のムダを排除し、スリム化を実現！
成長企業に欠かせないリアルタイム経営の実現へ！

ポイント

❶

採用難の時代を勝ち抜く！
「人を増やさずに」回せる最少人数の経理体制構築法

地方企業を中心に深刻化する経理人材の採用難という課題
に対し、人を新たに増やさず最少人数で回せる体制構築のノ
ウハウを提示。徹底した業務効率化と仕組み化を推進するこ
とで、年商100億規模の処理にも対応できる強固な経理部
門の作り方をお伝えいたします。

ポイント

❷

ベテラン依存の「ブラックボックス経理」から
脱却する属人化解消と業務標準化

特定の担当者に業務が依存する「属人化（ブラックボックス
化）」のリスクを解消するためのアプローチを提示。長年の慣
習で複雑化した業務フローのムダを洗い出すことで、誰もが
処理できる標準化された透明性の高いプロセスへと再構築
する手順をお伝えいたします。

ポイント

❸

業務フローの見直しにて経理業務のムダを排除し、スリム化を実現！
成長企業に欠かせないリアルタイム経営の実現へ！

ポイント

❶

ポイント

❷

ポイント

❸


